








 

研究目的 

我々は,姙娠初期の患者に超音波診断法を行なう場合の生体作用を念頭におい

て,各種の超音波診断機器の超音波エネルギーの低減化を試みてきた。 

他方,姙娠初期における重要なテーマのひとつである切迫流産患者の予後判定

については,尿中ホルモンの定量法が広く採用されている。しかし,この方法は,

結果が出るまでに時間を要し,その臨床的評価が超音波診断法に劣ることは,す

でに我々が指適したところである。 


